
 

平成 21 年 3月 19 日（木）外環に関する要望書提出 

東京外かく環状道路の対応の方針（素案）が国及び東京都から示され、市民の皆さんに対するパブ

リックコメントも行われました。外環本線は大深度地下に変更となりましたが、依然として外環の 2

は地上部街路として計画されたままです。外環本線に対する安全面や環境面での懸念も払拭されたと

は言い難く、また外環の２についての必要性についても疑問が大きいところから、国及び東京都に対

して具体的な検討や対応を強く要望いたしました。詳しくは、次頁以降の要望書を参照ください。 

 

          

市長コメント  「外環本線に対する安全面や環境面については、今後も具体的な検討や対応を

お願いしたい。また、地上部街路（外環の２）については、都の事業ではあるが、

これまでの外環道路の経緯を踏まえ、その検討に際しては国も協力願いたい。」 

 

 

         

市長コメント  「外環の２については、必要性の有無から議論するための基本的なデータの提

示と、話合いの場を速やかに設定し、市民及び市の意見を十分に尊重し適切に対

応していただきたい。」 

東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）対応の方針（素案） 

に対する要望書の提出について 
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